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　青山学院の日本人初の院長（第2代：1890～1907年在任）として青山学院の
発展の基礎を固め、また明治期キリスト教界の中心人物としてキリスト教宣教に邁
進された本多庸一先生が天に召されてから今年で100年を迎えました。本学院で
は本多先生の召天100周年を記念し、5月19日（土）、「本多庸一先生召天100周
年記念式典」を挙行しました。
　式典に先立ち、日本基督教団本多記念教会と学校法人青山学院の共催により、
本多記念教会の梅津裕美牧師司式のもと、多磨霊園において墓前礼拝が行われま
した。ご遺族や本多記念教会員の方々、学院執行部、嶋田順好学院宗教部長らが出
席し、梅津牧師による説教の後、出席者によって献花が行われました。
　墓前礼拝終了後は、場所を青山キャンパスに移し、大学17号館本多記念国際会
議場において嶋田学院宗教部長司式のもと「本多庸一先生召天100周年記念礼
拝」が挙行されました。「讃美歌21」552番が一同によって賛美され、聖書朗読
　（エレミヤ書 第1章1～12節）、祈祷の後、深町正信学院名誉院長により「神に選
ばれし器」と題された説教が行われました。続いて深町名誉院長の祈祷の後、嶋田
学院宗教部長の祝祷をもって礼拝は滞りなく終了しました。
　30分ほどの休憩を挟んだ後、本多記念国際会議場ロビーで本多先生の胸像除
幕式が行われ、安藤孝四郎理事長によるあいさつの後、安藤理事長、山北宣久院長、

　本多庸一先生は、その生涯において、キリスト教界の指導者として活躍された一方、青山
学院第2代院長（明治23年から明治40年）といった教育者としても大きな功績を残され
ました。当時いまだ女性が社会的地位を得ていない時代の中で、女性に高等教育を授け
る必要性を強く感じていました。ドーラ・E・スクーンメーカー、ジュリアス・ソーパー、ロバ
ート・S・マクレイの3名の、創学の祖の教育理念に共感され、女性が高等教育を受ける機
会を望まれていたのです。また、天皇制国家主義体制の強化でキリスト教主義の学校が抑
制されたときには、青山学院院長として敢然と立ち上がり、押し寄せる圧政の前に防波堤
となられたのです。
　当時の青山学院のすべての卒業生を組織して校友会が設立されたのは1893年であり、

胸像除幕式記念礼拝

聖なる、聖なる、聖なる万軍の主。主の栄光は、地をすべて覆う。
Holy, holy, holy is the LORD of hosts; the whole earth is full of his glory.

本多庸一先生 召天100周年記念式典

来年は校友会創立120周年を迎えようとしています。当時の学院内の設置学校のすべて
の卒業生が交流を深めることは、母校の発展に寄与することになるとされました。そして、
この基本理念は120年を経ようとしている今の校友会の基本理念に脈々と受け継がれて
います。10月11日（木）、「本多庸一先生召天100周年記念事業」として行われた大学主催 
「バッハ・コレギウム・ジャパン レクチャーコンサート」を、校友会は本多先生への畏敬と
感謝の思いを込めて協賛させていただきました。一人でも多くの校友がこのイベントに参
加され、学院内に展示されている本多先生史跡巡りの日としていただきたいと思ってのこ
とでした。
　　　　　　　　　　　　  　　 　　　　　　　　　　　青山学院校友会 会長　細田 治

今こそ思う本多庸一先生の偉業 －－校友会創立120周年を迎えるにあたって－－

青山学院理事・阿佐ヶ谷教会牧師大村栄氏、来賓の弘前大学学長吉岡利忠氏、日
本基督教団弘前教会牧師村岡博史氏によって幕が除かれました。
　再び本多記念国際会議場に場所を戻し、本多先生の言葉である「希くは神の恵
により我輩の学校より所謂Manを出さしめよ」をテーマにした記念シンポジウムが
開催されました。山北院長によるあいさつの後、氣賀健生大学名誉教授による基
調講演「本多庸一の信仰と生涯」があり、その後、嶋田学院宗教部長をコーディネ
ーターとし、深町名誉院長、氣賀大学名誉教授、酒井豊大学教育人間科学部長、梅
津牧師の各パネリストが本多先生について語り、シンポジウムは終了しました。
　シンポジウムの後は、アイビーホールにおいて記念感謝会が開催され、安藤理事
長から「本多先生の召天100周年記念の日、早朝の墓前礼拝から始まり、記念式
典、シンポジウム、そしてこの感謝会と、本日はまさにまる一日、本多Dayでござい
ます。どうか本多先生のご遺徳をしのびながら、いろいろなお話を皆さまとともに
していただきたいと思います」とあいさつがありました。続いて来賓の弘前学院理
事長阿保邦弘氏、更新伝道会副会長（渋谷教会牧師）藤村和義氏のあいさつがあ
り、デビッド・W・リーディ学院宣教師による食前祈祷の後、なごやかな歓談のとき
をもちました。


